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チケット料金：S席8,000円／A席6,000円／B席5,000円
チケット発売：令和8年7月11日（土）正午から（初日は電話・WEBのみ）
LINE友だち先行：令和8年7月7日（火）正午～7月9日（木）
　お申込み・お問合せ： 横浜能楽堂　〒220-0044 横浜市西区紅葉ケ丘27－2

電話　045-263-3055（9:00～18:00）
WEB　https://yokohama-nohgakudou.org/
　主催：横浜能楽堂（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）

助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）│独立行政法人日本芸術文化振興会

令和 8 年 10 月 24 日（土）午後２時開演（午後１時開場）

提供：公益社団法人宝生会



野村又三郎（のむらまたさぶろう）
狂言方和泉流。1971年、十三世野村又

三郎信廣の長男として生まれる。2011年

十四世野村又三郎を襲名。2013年度愛

知県芸術文化選奨文化賞受賞。重要無

形文化財総合認定保持者。

大坪喜美雄（おおつぼきみお）
シテ方宝生流。1947年生まれ、東京都出

身。59年大坪十喜雄の養子に入り、宝生

流十七世宗家宝生九郎重英、十六世宗

家宝生英雄に師事。重要無形文化財各個

認定保持者（人間国宝）。横浜市在住。

交通のご案内
電車　JR「桜木町駅」下車北改札・西口徒歩12分／市営地下鉄線「桜木町駅」
下車南１出口徒歩 12 分／みなとみらい線「みなとみらい駅」下車徒歩 20 分／
京浜急行線「日ノ出町駅」下車徒歩 15分／※タクシー利用は各駅とも約５分
バス　バス停「戸部一丁目」（市営バス：103、292 系統）下車徒歩５分／
バス停「紅葉坂」（市営バス：8、26、101、105、106 系統／神奈中バス：
横 43、港 61系統／京急バス：110系統）下車徒歩９分
※駐車場はございませんので、ご来場の際には電車・バスをご利用下さい。※内容・
出演者に変更がある場合がございます。あらかじめご了承下さい。※会場への飲
食物の持ち込みはご遠慮下さい。※お買い求めいただいたチケットは公演中止の
場合を除き、変更払い戻しはいたしませ
ん。※公演中止の場合に、旅費等の補
償はできません。チケット券面額以外は
一切ご返金できません。
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狂言 「八尾 替装束」（やお かえしょうぞく）
河内国八尾の里の者だと名乗る罪人が亡者となり、八尾の地蔵から閻魔

大王への手紙を持参して六道の辻にやってきます。そこへ、地獄の閻魔

大王があらわれます。最近仏教が盛んになり、地獄に落ちる者が少なく

なったため、自ら罪人を責め落そうとやってきたとのこと。閻魔大王はた

だちに罪人に責めかかりますが、罪人が責められながらも何度も手紙を差

し出すので、読んでみることにします。かつて八尾の地蔵は美僧で、閻魔

大王ともいい仲だったとのことですが……。

能 「西行桜 杖之型」（さいぎょうざくら　つえのかた）
春の京都・西山、西行法師の庵室。にぎやかに花見に興じる人々に、一人

静かに花を眺めることをさまたげられた西行は「花見んと群れつつ人の

来るのみぞ　あたら桜の咎にはありける」と歌を詠みます。その夜、老桜

の精が現れ、桜に咎はないと説き、西行との知遇を得たことの喜びや、都

の桜の名所を語り、別れを惜しみつつ、夜明けとともに消えていきます。

狂言「八尾 替装束」（和泉流）
 シテ（閻魔大王） 野村又三郎
 アド（亡者） 奥津健一郎

 後見 松田　髙義
  野村小三郎
　
 地謡 奥津健太郎
  野口　隆行
  藤波　　徹
  野間　隆運

能「西行桜 杖之型」（宝生流）
 シテ（桜の精） 大坪喜美雄
 ワキ（西行法師） 福王　和幸
 ワキツレ（花見人） 矢野　昌平
 ワキツレ（花見人） 村瀨　　提
 ワキツレ（花見人） 村瀨　　慧
 アイ（能力） 野村小三郎
　
 笛 藤田朝太郎
 小鼓 鵜澤洋太郎
 大鼓 國川　　純
 太鼓 小寺真佐人
　
 後見 宝生　和英
  小倉健太郎
　
 地謡 佐野　由於
  髙橋　　亘
  和久荘太郎
  亀井　雄二
  佐野　玄宜
  佐野　弘宜
  藤井　秋雅
  上野　能寛

撮影：瀬野雅樹

提供：公益社団法人宝生会


